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域
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権
と
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権
限
移
譲
改
革
と
分
離
独
立
問
題
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
の
適
応
―
―

力
　
　
久
　
　
昌
　
　
幸

は
じ
め
に

一　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
由
党
の
衰
退

二　

権
限
移
譲
改
革

三　

労
働
党
と
の
連
立
政
権

四　

分
離
独
立
住
民
投
票

五　

存
続
の
危
機

お
わ
り
に
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一
五
一
〇

は
じ
め
に

　

一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
開
設
と
イ
ギ
リ
ス
議
会
か
ら
の
大
規
模
な
権
限
移
譲
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
も
大
き
な
変
化
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
一
時
的
な
台
頭
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
長
期
に
わ
た
っ
て
小
勢
力
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
：Scottish N
ational P

arty

）
が
、
当
初
は
労
働
党
に
対
抗
す
る
第
二
党
の
地
位
を
確

保
し
、
そ
し
て
、
つ
い
に
は
労
働
党
を
乗
り
越
え
て
第
一
党
そ
し
て
政
権
与
党
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
四
年
九
月
の
分
離
独
立

住
民
投
票
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
ま
で
あ
と
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
独
立
賛
成
票
を
集
め
る
の
に
貢
献
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
台
頭

は
、
近
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
れ
る
進
展
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
台
頭
ほ
ど
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
由
民
主
党
も
、
権
限
移
譲
改
革
に
よ
っ
て
注

目
す
べ
き
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
由
民
主
党
お
よ
び
そ
の
前
身
た
る
自
由
党
は
、
二
大
政
党
政
治
が
展
開
す
る
戦
後
の
イ
ギ
リ

ス
で
長
き
に
わ
た
っ
て
政
権
に
手
が
届
く
位
置
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
に
よ
り
、
労
働
党
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
保
守
党
に
続
く
第
四
党
に
す
ぎ
な
か
っ
た
自
由
民
主
党
は
、
第
一
党
と
な
っ
た
も
の
の
過
半
数
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
労
働

党
と
の
連
立
政
権
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
労
働
党
と
の
連
立
政
権
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二

〇
〇
三
年
ま
で
の
第
一
期
お
よ
び
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
第
二
期
、
あ
わ
せ
て
二
期
八
年
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
第
一
党
と
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
少
数
政
権
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、

自
由
民
主
党
は
野
に
下
る
こ
と
に
な
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
八
年
間
安
定
し
た
連
立
政
権
を
運
営
し
た
経
験
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
二

〇
一
〇
年
総
選
挙
後
に
成
立
し
た
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
つ
い
て
は
、
首
相
（F

irst M
inister

：
第
一
大
臣
）
に
解
散
権
が
な
く
、
例
外
的
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な
事
態
を
除
け
ば
任
期
満
了
選
挙
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、
古
来
か
ら
の
国
王
の
議
会

解
散
権
を
実
質
的
に
首
相
が
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
の
首
相
が
任
期
中
の
都
合
の
よ
い
時
期
に
解
散
総
選
挙
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
自
由
民
主
党
は
保
守
党
と
の
連
立
合
意
を
め
ぐ
る
交
渉
の
中
で
、
首
相
を
出
す
保
守
党
が
解
散
権
を
握
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
し

て
、
連
立
政
権
の
安
定
の
た
め
に
首
相
の
解
散
権
を
制
約
す
る
固
定
任
期
制
導
入
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
由
民
主
党
の
要
求
を
保

守
党
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
に
議
会
任
期
固
定
化
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
同
様
に
、

例
外
的
な
事
態
を
除
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
総
選
挙
は
任
期
満
了
と
と
も
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。）

1
（

　

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
後
の
連
立
政
権
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
で
の
連
立
政
権
を
除
け
ば
、
自
由
民
主
党
が
戦
後

初
め
て
公
式
の
連
立
政
権
に
参
加
し
た
事
例
と
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
政
権
与
党
と
な
っ
た
こ
と
の
代
償
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
ず
、
翌
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
大
幅
に
議
席
を
減
ら
し
、
二
〇
一
四
年
の
欧
州
議
会
選
挙
で
は
単
に
議
席
を
減
ら
し

た
ば
か
り
か
、
得
票
率
で
二
大
政
党
は
お
ろ
か
Ｕ
Ｋ
独
立
党
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
：U

K
 Independence P

arty

）
や
緑
の
党
の
後
塵
を
拝
す
る
第

五
党
に
低
迷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
守
党
と
の
連
立
政
権
が
継
続
す
る
間
に
行
わ
れ
た
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
自
由
民

主
党
は
毎
年
の
よ
う
に
大
き
く
議
席
を
減
ら
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
は
連
立
相
手
の
保
守

党
に
大
き
く
議
席
を
奪
わ
れ
た
結
果
、
前
回
獲
得
し
た
五
七
議
席
か
ら
わ
ず
か
八
議
席
に
ま
で
落
ち
込
む
と
い
う
惨
敗
を
喫
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
さ
に
政
党
と
し
て
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
二
〇
世
紀
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
由
党
（
自
由
民
主
党
の
前
身
）
の
衰
退
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
権

限
移
譲
改
革
や
労
働
党
と
の
連
立
政
権
を
め
ぐ
る
自
由
民
主
党
の
対
応
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
九
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
分
離
独
立
住
民
投
票
に
お
け
る
自
由
民
主
党
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
う
え
で
、
分
離
独
立
否
決
お
よ
び
二
〇
一
五
年
総
選
挙
大
敗
後
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
の
将
来
に
つ
い
て
展
望
し
て
み
た
い
。
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一
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
由
党
の
衰
退

　

イ
ギ
リ
ス
の
自
由
民
主
党
は
、
一
九
八
八
年
に
自
由
党
と
社
会
民
主
党
が
合
同
す
る
こ
と
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
新
し
い
政
党
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
起
源
を
た
ど
る
と
、
一
七
世
紀
の
内
戦
（
い
わ
ゆ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
）
に
お
け
る
議
会
派
勢
力
﹁
ホ
イ
ッ
グ
党
﹂
に
ま
で

至
る
、
き
わ
め
て
古
い
政
党
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
ホ
イ
ッ
グ
党
は
、
一
九
世
紀
中
頃
に
急
進
派
（
選
挙
権
拡
大
や
自
由
貿
易
を

求
め
る
中
産
階
級
の
政
治
勢
力
）
や
ピ
ー
ル
派
（
保
守
党
か
ら
分
離
）
と
合
同
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
由
党
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

自
由
党
は
、
中
産
階
級
と
新
た
に
選
挙
権
を
獲
得
し
た
労
働
者
階
級
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
保
守
党
と
と
も
に
二
大
政
党
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
成
廣 

二
〇
一
四
、
一
六
九
）。

　

自
由
党
に
と
っ
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
と
も
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
強
力
な
地
盤
と
な
っ
て
い
た
。
自
由
党
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世

紀
初
頭
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
わ
ず
か
な
例
外
を
除
い
て
、
常
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
保
守
党
を
上
回
る
議
席
を
獲
得
し
て
き
た
の

で
あ
る
。）

2
（

自
由
党
が
地
滑
り
的
な
勝
利
を
お
さ
め
た
一
九
〇
六
年
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
（
お
よ
び
自
由
統
一
党
）
が
一
〇
議
席
し
か
獲
得

で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
自
由
党
は
そ
の
ほ
ぼ
六
倍
に
あ
た
る
五
八
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
（C

ook and Stevenson 2014, 98

）。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
ま
で
、
自
由
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
政
治
に
お
い
て
支
配
的
立
場
を
築
い
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
大
戦
後
の
自
由
党
は
急
速
に
衰
退
の
兆
候
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
自
由
党
が
支
配
的
立
場
を
築
い
て

い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
自
由
党
は
、
一
九
二
二
年
総
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
第
一
党
の
地
位
を
労

働
党
に
奪
わ
れ
て
以
降
、
議
席
を
急
速
に
減
少
さ
せ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
一
九
四
五
年
総
選
挙
で
は
、
つ
い
に
獲
得
議
席
ゼ
ロ

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
の
自
由
党
の
獲
得
議
席
は
一
二
議
席
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
一
九
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一
五
一
三

五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
前
半
に
か
け
て
の
総
選
挙
で
は
、
獲
得
議
席
は
わ
ず
か
一
桁
に
低
迷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
急
速
な
自
由
党
の
凋
落
に
は
、
主
と
し
て
次
の
二
つ
の
要
因
が
作
用
し
て
い
た
。

　

第
一
に
、
第
一
次
大
戦
中
か
ら
深
刻
化
し
て
い
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ス
キ
ス
（H

erbert H
enry A

squith

）
と
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd G

eorge

）
の
反
目
が
、
戦
後
に
な
っ
て
ア
ス
キ
ス
派
と
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
の
間
で
の
激

し
い
党
内
対
立
に
発
展
し
た
こ
と
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
者
の
対
立
は
、自
由
党
が
分
裂
状
態
で
総
選
挙
を
戦
う
と
こ
ろ
ま
で
悪
化
し
、

そ
れ
に
よ
り
多
く
の
議
席
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（R

ussell and F
ieldhouse 2005, 18

）。

　

第
二
に
、
自
由
党
に
代
わ
る
勢
力
と
し
て
、
新
た
に
労
働
党
が
台
頭
し
た
こ
と
の
影
響
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
に
労
働
代
表
委
員
会
と

し
て
発
足
し
た
労
働
党
は
、
第
一
次
大
戦
前
の
総
選
挙
で
は
数
議
席
を
獲
得
す
る
程
度
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
自
由
党
を
脅
か
す

勢
力
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
二
度
目
と
な
る
一
九
二
二
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
ア
ス
キ
ス
派
と
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
の
間
で
分

裂
選
挙
と
な
っ
た
自
由
党
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
、
二
九
議
席
を
獲
得
し
た
労
働
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
第
一
党
の
地
位
を
得
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（B

utler and B
utler 2011, 272

）。
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
労
働
党
の
台
頭
に
よ
っ
て
、

自
由
党
は
二
大
政
党
か
ら
大
き
く
離
さ
れ
た
第
三
党
の
地
位
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
政
治
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
政
党
政
治
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
二
つ
の
特
徴
を
現
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
一
の
特
徴
は
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
の
基
本
的
構
図
が
、
保
守
党
と
労
働
党
の
二
大
政
党
に
第
三
党
の
自
由
党
が
加
わ
る
三
党
政

治
（
三
党
制
）
の
形
状
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
上
記
三
政
党
に
加
え
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
党
で

あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
の
台
頭
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
三
四
年
に
結
成
さ
れ
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
結
党
当
初
は
党
内
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
を
目
ざ
す
人
々
と
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
一
定
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の
自
治
権
を
求
め
る
人
々
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
党
の
目
標
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
（Lynch 2002a, 10

）。
戦
後
に
な

る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
党
内
で
分
離
独
立
派
が
優
勢
に
な
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
と
い
う
目
標
が
追
求
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

な
お
、
結
党
以
降
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
党
勢
は
停
滞
し
、
一
九
六
〇
年
代
末
ま
で
事
実
上
の
泡
沫
政
党
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
党
勢
が
上
向
く
こ
と
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
代
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
で
の
得
票
率
に
つ
い
て
第
一
党
で
あ
る
労
働
党
に
迫
る
三
割
を
獲
得
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
力
久 

二
〇
一
三
、
五
八

八－

五
八
九
）。
そ
の
後
、一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
勢
力
拡
大
は
若
干
の
後
退
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
台
頭
以
降
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
政
治
は
、
そ
れ
ま
で
の
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
党
（
後
の
自
由
民
主
党
）
と
い
う
三
つ
の
全
国
政
党
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｐ
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
党
が
加
わ
る
四
党
政
治
（
四
党
制
）
の
形
状
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
全
体
と
は
異
な
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
政
治
の
第
二
の
特
徴
は
、
上
記
の
よ
う
な
四
党
政
治
の
形
状
に
お
い
て
、
労
働
党
が

他
の
三
政
党
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
立
場
を
占
め
る
、
い
わ
ゆ
る
支
配
政
党
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
は
、
二
大
政
党
で
あ
る
保
守
党
と
労
働
党
の
勢
力
が
、
総
選
挙
ご
と
に
あ
る
程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
比

較
的
均
衡
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
一
九
五
五
年
総
選
挙
で
保
守
党
が
第
一

党
と
な
っ
て
以
降
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
第
一
党
に
な
る
ま
で
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
総
選
挙
で
は
労
働
党
が
常
に
第
一

党
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
総
選
挙
で
労
働
党
が
支
配
的
地
位
を
維
持
す
る
こ
と

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
第
一
党
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
と
い
う
選
挙
制
度
の
恩
恵
が
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
労
働
党
が
下
院

の
最
大
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
時
期
に
関
し
て
、
そ
の
得
票
率
が
五
割
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
労
働
党
は
三
割
後
半
か
ら
四
割
の
得
票
率

で
六
割
か
ら
八
割
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
四
党
政
治
の
実
情
は
、
一
強
三
弱



（　
　
　
　

）

地
域
分
権
と
小
政
党

同
志
社
法
学　

六
八
巻
五
号�

四
五

一
五
一
五

の
状
況
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（B

rom
ley 2006, 192-195

）。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
台
頭
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
四
党
政
治
に
お
い
て
、
自
由
党
は
労
働
党
、
保
守
党
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
後
塵
を
拝
す
る
第
四
党
の
位
置

に
低
迷
し
て
い
た
。
一
九
四
五
年
総
選
挙
で
ゼ
ロ
議
席
に
落
ち
込
ん
で
か
ら
、
そ
の
後
の
総
選
挙
で
は
一
～
三
議
席
程
度
を
確
保
す
る
に
と

ど
ま
り
、
得
票
率
に
つ
い
て
も
一
桁
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。）

3
（

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
由
党
の
停
滞
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
発
生
し
た
労
働
党
の
分

裂
で
あ
る
。
労
働
党
の
党
内
対
立
で
左
派
が
優
位
を
占
め
た
こ
と
に
反
発
し
た
右
派
の
一
部
が
、
労
働
党
を
離
党
し
て
新
た
に
社
会
民
主
党

を
結
成
し
た
こ
と
が
自
由
党
に
新
た
な
機
会
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働
党
分
裂
後
の
一
九
八
三
年
総
選
挙
で
は
、
自
由
党
は
社
会

民
主
党
と
の
間
で
﹁
連
合
（A

lliance

）﹂
と
い
う
名
の
選
挙
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
は
第
二
党
の
労
働
党
に

迫
る
得
票
率
（
二
五
・
四
％
）、
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
第
二
党
の
保
守
党
に
迫
る
得
票
率
（
二
四
・
五
％
）
を
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
（B

utler and B
utler 2011, 269; C

airney and M
cG

arvey 2013, 45

）。
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
と
き
の
勢
い
は
長
続
き
せ
ず
、

一
九
八
八
年
に
自
由
党
と
社
会
民
主
党
が
合
同
し
て
自
由
民
主
党
が
結
成
さ
れ
て
以
降
は
、
得
票
率
で
一
九
八
三
年
総
選
挙
の
数
値
を
上
回

る
こ
と
は
な
か
っ
た）

4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
由
民
主
党
は
、
得
票
率
で
は
﹁
連
合
﹂
が
一
九
八
三
年
総
選
挙
で
獲
得
し
た
数
値
か
ら
逓
減
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
獲
得
議
席
に
関
し
て
言
え
ば
む
し
ろ
逓
増
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
三
年
総
選
挙
に
お
い
て
、

﹁
連
合
﹂
は
二
四
・
五
％
の
得
票
率
で
八
議
席
の
獲
得
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
の
自
由
民
主
党
は
、
一
九
八
三
年
の

際
よ
り
も
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
い
一
三
・
〇
％
の
得
票
率
で
一
〇
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
得
票
率
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
由
民
主
党
が
議
席
拡
大
に
成
功
し
た
の
は
、
勢
力
基
盤
の
地
域
的
集
中
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
小
選
挙
区
で
の
議
席
獲
得
が
容
易
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
支
持
が
急
激
な
落
ち
込
み
を
見
せ
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た
こ
と
の
反
射
的
利
益
を
受
け
た
こ
と
も
、
議
席
数
逓
増
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

二
　
権
限
移
譲
改
革

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
設
立
す
る
権
限
移
譲
改
革
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
は
そ
の
前
身
で
あ
る
自
由
党
の
時
代
か
ら
一
貫
し
て
積
極

的
な
立
場
を
と
っ
て
き
た
。
自
由
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
一
九
世
紀
末
の
自
由

党
を
率
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
（W

illiam
 E

w
art G

ladstone

）
が
、
難
題
で
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
問
題
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
（
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
：T

he U
nited 

K
ingdom

 of G
reat B

ritain and Ireland

）
の
一
部
で
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
自
治
権
を
求
め
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
の
実
現
に
対
し
て
前
向
き
な
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
問
題

が
関
心
を
集
め
る
中
、
単
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
全
体
に
自
治
の
枠
組
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
（H

om
e 

R
ule A

ll R
ound

）
が
出
現
し
た
。
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
自
由
党
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
八
八
六
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
自
治
協
会
（Scottish H

om
e R

ule A
ssociation

）
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（M

arr 2013, 57

）。

　

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
一
九
一
三
年
に
は
、
自
由
党
政
権
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
大
戦
勃
発

に
よ
り
審
議
は
打
ち
切
ら
れ
た
（M

arr 2013, 51

）。
そ
の
後
、
先
述
の
よ
う
に
自
由
党
は
二
大
政
党
の
一
角
を
労
働
党
に
奪
わ
れ
、
イ
ギ

リ
ス
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
勢
力
低
迷
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
間
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
を
実
現
す
る
権

限
移
譲
を
求
め
る
立
場
を
守
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
労
働
党
政
権
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の

設
立
に
向
け
て
前
向
き
な
態
度
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
際
に
は
、自
由
党
は
そ
れ
を
後
押
し
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
台
頭
に
対
処
す
る
た
め
に
、
労
働
党
政
権
の
下
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
を
設
立
し
て
一
定
の
権
限
移
譲
を
行
う
こ
と
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
労
働
党
は
こ
の
と
き
補

欠
選
挙
敗
北
や
離
党
議
員
の
た
め
に
下
院
の
過
半
数
議
席
を
失
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
政
権
の
安
定
を
図
っ
て
自
由
党
と
の
間
で
閣
外
協
力

の
関
係
、
い
わ
ゆ
る
リ
ブ
＝
ラ
ブ
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
自
由
党
は
不
人
気
な
労
働
党
政
権
を
支
え
る
引
き
替
え
に
、
長
年
の
目
標
で
あ
っ

た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
を
支
持
す
る
労
働
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
間
に
は
、
分
離
独
立
問
題
を
め
ぐ
っ
て
厳
し
い
対
立
が
あ
り
、

自
由
党
が
両
者
の
間
を
取
り
持
っ
て
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
賛
成
派
の
運
動
は
事
実
上
、
政
党
ご
と
に
分
断

し
た
形
で
行
わ
れ
、
必
ず
し
も
有
効
に
機
能
し
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。）

5
（

ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
第
一
党
の
労
働
党
の
党
内
に
は
権
限

移
譲
に
反
対
す
る
勢
力
が
か
な
り
の
程
度
存
在
す
る
一
方
、
第
二
党
の
保
守
党
の
大
勢
は
権
限
移
譲
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
反
対
派

の
運
動
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
に
相
当
程
度
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（D

enver et al. 2000, 18-21

）。

　

一
九
七
九
年
三
月
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
で
は
、
皮
肉
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
有
効
投
票
総
数
の
過
半
数
（
五
一
・
六
％
）
が
権
限

移
譲
に
賛
成
し
た
が
、
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
設
立
す
る
た
め
に
十
分
な
票
数
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
投
票
率
六
三
・
八

％
で
五
一
・
六
％
が
権
限
移
譲
に
賛
成
投
票
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
有
権
者
総
数
の
三
二
・
九
％
が
賛
成
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
割
合
は
、
権
限
移
譲
を
実
現
す
る
た
め
に
は
投
票
総
数
の
う
ち
過
半
数
の
賛
成
で
は
足
り
ず
、
有
権
者
総
数
の
少
な
く
と
も
四
〇
％
が
賛

成
票
を
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
条
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
有
権
者
総
数
の
四
〇
％
が
賛
成
し
な
け

れ
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
を
認
め
な
い
と
い
う
特
定
多
数
決
の
条
件
は
、労
働
党
内
の
権
限
移
譲
反
対
派
の
強
硬
な
抵
抗
の
結
果
、

住
民
投
票
実
施
法
の
中
に
付
加
さ
れ
て
い
た
。

　

住
民
投
票
に
お
け
る
権
限
移
譲
の
挫
折
以
降
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
市
民
運
動
の
間
で
自
治
を
求
め
る
根
強
い
動
き
が
見
ら
れ
た
。
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そ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
住
民
投
票
の
翌
年
に
活
動
を
開
始
し
た
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
求
め
る
運
動
（C

am
paign for a 

Scottish A
ssem

bly

）﹂
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
労
働
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
対
立
な
ど
政
党
間
の
争
い
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
住
民
投
票
の
経
験

に
も
と
づ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
に
向
け
た
超
党
派
の
協
力
関
係
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
た
。
住
民
投
票
で
党
内
が
割
れ
た

労
働
党
は
、
こ
の
運
動
に
対
し
て
当
初
そ
れ
ほ
ど
真
剣
な
対
応
を
見
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
を
求
め
て
一
九
八
八

年
に
出
さ
れ
た
宣
言
、﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
た
め
の
権
利
の
請
求
（A

 C
laim

 of R
ight for Scotland

）﹂
に
広
範
な
支
持
が
集
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
労
働
党
は
そ
の
姿
勢
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

宣
言
の
成
功
を
受
け
て
一
九
八
九
年
三
月
に
発
足
し
た
超
党
派
団
体
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
政
会
議
（Scottish C

onstitutional 

C
onvention

）﹂
に
は
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
な
ど
の
政
党
の
代
表
に
加
え
て
、
労
働
組
合
、
教
会
、
地
方
政
府
、
そ
の
他
広
範
な
社
会

団
体
の
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
権
限
移
譲
に
反
対
す
る
保
守
党
は
当
然
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会

設
立
に
賛
成
し
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
労
働
党
主
導
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
団
体
へ
の
加
盟
を
嫌
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
政
会
議
へ

の
参
加
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

arr 2013, 195-209

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
政
会
議
の
議
論
を
通
じ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
基
本
枠
組
が
形
作
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
自
由
民
主

党
の
影
響
が
見
ら
れ
た
点
と
し
て
、
選
挙
制
度
に
比
例
代
表
制
の
要
素
を
持
つ
追
加
議
員
制
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。）

6
（

自
由
民

主
党
は
、
二
大
政
党
に
差
を
つ
け
ら
れ
た
第
三
党
と
い
う
立
場
も
あ
っ
て
、
自
由
党
の
時
代
か
ら
比
例
代
表
制
の
導
入
を
掲
げ
て
き
た
が
、

新
し
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
の
小
選
挙
区
制
で
は
な
く
、
比
例
代
表
制
を
採
用
す
べ
き

と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
労
働
党
の
側
も
、
自
ら
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
に
つ
い
て
は
、
自
由
民
主
党
だ
け
で
な
く
、

権
限
移
譲
を
求
め
る
一
般
の
人
々
の
理
解
も
得
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
一
定
の
妥
協
に
応
じ
、
追
加
議
員
制
の
導
入
に
合
意
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（B

ogdanor 2001, 197

）。
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一
九
九
七
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
を
公
約
す
る
労
働
党
が
地
滑
り
的
勝
利
を
お
さ
め
た
こ
と
か
ら
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
が
現
実
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
過
程
で
の
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
関
係
は
、
必
ず
し
も
良
好
と

い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
総
選
挙
に
際
し
て
保
守
党
か
ら
の
攻
撃
を
か
わ
す
た
め
に
、
労
働
党
が
打
ち
出
し
た
権
限
移
譲
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
の
実
施
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
保
守
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
所
得
税
率
の
変
更
権
（
イ
ギ
リ
ス
の
税
率
か
ら

上
下
三
％
の
範
囲
内
で
変
更
す
る
権
限
）
を
与
え
る
と
い
う
提
案
を
﹁
タ
ー
タ
ン
税
（tartan tax

）﹂
と
称
し
て
、
労
働
党
が
政
権
を
取
れ

ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
と
同
時
に
大
増
税
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
た
（D

enver et al. 2000, 41-

46

）。
保
守
党
の
﹁
タ
ー
タ
ン
税
﹂
攻
撃
を
か
わ
す
た
め
に
、
労
働
党
は
総
選
挙
後
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
の
是
非
お
よ
び
所
得
税

率
変
更
権
の
是
非
と
い
う
二
つ
の
点
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
公
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
権
限
移
譲
や
所
得
税
率
変
更
権
に

懐
疑
的
な
有
権
者
で
も
、
総
選
挙
後
に
あ
ら
た
め
て
住
民
投
票
で
一
票
を
投
じ
る
機
会
が
あ
る
の
で
、
総
選
挙
で
は
安
心
し
て
労
働
党
に
投

票
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

　

自
由
民
主
党
と
し
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
の
是
非
を
直
接
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
問
う
住
民
投
票
に
つ
い
て
、
民
主
主

義
の
観
点
か
ら
原
則
と
し
て
反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
住
民
投
票
の
実
施
と
い
う
重
要
な
問
題
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
政
会
議

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
自
由
民
主
党
と
の
協
議
も
行
わ
ず
、
労
働
党
が
独
断
で
決
定
し
た
こ
と
に
強
い
反
発
を
見
せ
た
。
ま
た
、
議
会
設
立

の
是
非
だ
け
で
な
く
、
所
得
税
率
変
更
権
の
是
非
を
わ
ざ
わ
ざ
別
立
て
の
質
問
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
党
に
よ
る
総
選
挙
向
け
の

党
利
党
略
と
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、一
九
九
七
年
総
選
挙
で
労
働
党
が
地
滑
り
的
圧
勝
を
し
た
こ
と
で
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
が
現
実
の
課
題
と
な
っ
た
た
め
に
、
自
由
民
主
党
と
し
て
も
住
民
投
票
に
関
す
る
労
働
党
批
判
を
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（H

arvey 2014, 103

）。
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一
九
九
七
年
五
月
の
総
選
挙
か
ら
四
ヵ
月
あ
ま
り
経
過
し
た
九
月
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
は
、
前
回
一
九
七
九
年
の
住
民
投
票
と
は
異
な

り
、
有
権
者
総
数
の
四
〇
％
の
賛
成
が
必
要
と
い
う
条
件
は
付
加
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
回
は
与
党
労
働
党
の
党
内
が
住
民
投
票

で
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
大
き
く
割
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
い
て
労
働
党
の
大
勢
は
賛
成
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
政
党
間
の
関
係
に
つ
い
て
も
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
九
年
の
住
民
投
票
で

は
、
権
限
移
譲
を
支
持
す
る
労
働
党
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
自
由
民
主
党
の
間
で
有
効
な
協
力
関
係
が
構
築
で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
賛

成
派
の
超
党
派
運
動
団
体
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
前
進
（Scotland F

orw
ard

）﹂
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
、
三
党
が
協
力
し
て
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
自
由
民
主
党
は
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
前
進
﹂
に
積
極
的
な
関
与
を
見
せ
た
が
、
よ
り
大
き
な
労
働
党
や
Ｓ
Ｎ

Ｐ
に
比
べ
る
と
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
賛
成
派
政
党
間
の
協
力
関
係
が
機
能
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
総
選
挙
で
惨
敗
し
た
ば
か
り
の
保
守
党
が
住
民
投
票
に
お
い
て

強
力
な
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
住
民
投
票
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
お
よ
び
所
得
税
率
変
更
権

の
両
方
に
つ
い
て
賛
成
多
数
の
結
果
と
な
っ
た
。）

7
（

三
　
労
働
党
と
の
連
立
政
権

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
四
政
党
の
中
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
党
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
を
除
く
と
、
権
限
移
譲
改
革
に
対
す
る
組
織
的
な
準
備
が

最
も
整
っ
て
い
た
の
は
自
由
民
主
党
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
自
治
に
積
極
的
で
あ
っ
た
か
つ
て
の
自
由
党
時
代

の
伝
統
に
よ
り
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た
自
由
民
主
党
は
、
中
央
集
権
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
単
一
国
家
を
連
邦
国
家
に
変
革
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
影
響
で
党
組
織
の
構
造
に
も
連
邦
主
義
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
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自
由
民
主
党
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
自
由
民
主
党
組
織
の
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、
あ
た
か
も
﹁
党
の
中
の
党
﹂
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
独

自
の
規
約
、
党
首
、
党
大
会
、
政
策
な
ど
を
有
す
る
、
き
わ
め
て
自
律
性
の
高
い
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（Ingle 2000, 193; 

Lynch 2002b, 84

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
と
そ
の
選
挙
制
度
に
比
例
代
表
制
の
要
素
を
持
つ
追
加
議
員
制
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
由
民
主
党
に

と
っ
て
大
き
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
ま
で
総
選
挙
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
議
席
の
大
多
数
を
獲
得
し
て
き
た
労
働
党
が
、

追
加
議
員
制
の
下
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
過
半
数
議
席
を
獲
得
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
労
働
党

が
過
半
数
議
席
を
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
、
連
立
政
権
を
形
成
す
る
た
め
の
連
立
相
手
と
し
て
は
自
由
民
主
党
以
外
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
政
会
議
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
労
働
党
は
自
由
民
主
党
と
の
間
で
協
力
の
経
験
を
積
み
、
ま
た
両
党
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
中
道
左
派
に
位
置
す
る
た
め
に
、
連
立
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
が
自
然
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
保
守
党
と
の
間
で
は
社
会
経
済
政
策
に
関
す
る
違
い
が
大
き
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
分
離
独
立
を
最
大
の
目
標
と

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
党
と
も
労
働
党
に
と
っ
て
連
立
相
手
と
し
て
検
討
に
値
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
（H

opkin and B
radbury 

2006, 139

）。

　

一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
、
五
六
議
席
を
獲
得
し
た
労
働
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
が
、
予
想
通
り
過
半
数
議
席
の

六
五
議
席
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
七
議
席
で
第
四
党
と
な
っ
た
自
由
民
主
党
と
の
間
で
連
立
政
権
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。）

8
（

国
政
で
は
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
平
時
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
の
時
期
以

来
、
久
し
ぶ
り
に
政
権
与
党
の
座
に
つ
い
た
こ
と
は
、
自
由
民
主
党
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
出
来
事
で
あ
っ
た
（R

ussell and 

F
ieldhouse 2005, 251

）。

　

自
由
民
主
党
に
と
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
連
立
政
権
へ
の
参
加
は
特
に
大
き
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
下
院
議
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員
選
挙
を
小
選
挙
区
制
か
ら
比
例
代
表
制
に
変
更
す
る
こ
と
を
長
年
主
張
し
て
き
た
自
由
民
主
党
は
、
比
例
代
表
制
の
選
挙
に
よ
っ
て
二
大

政
党
の
過
半
数
議
席
獲
得
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
通
じ
て
、
新
た
な
連
立
政
治
の
中
で
﹁
要
政
党
﹂
と
な
る
こ
と
を
、
そ
の
政
権
戦
略
の
中

心
に
置
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
は
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
限
定
的
な
文
脈
で
は
あ
っ
た
が
、
比
例
代
表
制
の

要
素
の
強
い
選
挙
を
経
て
連
立
政
権
に
参
加
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
、
こ
の
よ
う
な
自
由
民
主
党
の
政
権
戦
略
に
合
致
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
交
渉
に
対
し
て
、
自
由
民
主
党
の
全
国
指
導
部
か
ら
の
介
入
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
の
リ
ー
ダ
ー
、
ジ
ム･

ウ
ォ
レ
ス
（Jim

 W
allace

）
が
交
渉
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
（L

affin 2007a, 657

）。

　

自
由
民
主
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
第
一
期
（
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
三
年
）
と
第
二
期
（
二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
七
年
）
の
二

期
八
年
間
、
労
働
党
と
の
間
で
連
立
政
権
の
与
党
と
し
て
の
経
験
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
期
で
は
、
ウ
ォ
レ
ス
が
副
首
相
（D

eputy 

F
irst M

inister

：
副
第
一
大
臣
）
に
就
任
し
た
他
、
自
由
民
主
党
は
さ
ら
に
一
名
の
閣
僚
と
、
二
名
の
閣
外
相
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
第
二
期
に
つ
い
て
は
、
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
議
員
数
の
比
率
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
の
労
働
党
議
席
減
少
に
よ
り
変

化
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
自
由
民
主
党
の
閣
僚
は
副
首
相
を
含
め
て
三
名
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
閣
外
相
は
二
名
）。

　

連
立
政
権
入
り
す
る
際
に
自
由
民
主
党
が
危
惧
し
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
リ
ブ
＝
ラ
ブ
協
定
に
も
と
づ
く
労
働
党
政
権
に
対
す

る
自
由
党
の
閣
外
協
力
が
、
政
策
面
で
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
後
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
、
不
人
気
な
労

働
党
政
権
を
支
え
た
こ
と
へ
の
批
判
か
ら
有
権
者
の
間
で
の
支
持
を
失
う
結
果
に
な
っ
た
、と
い
う
経
験
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
自
由
民
主
党
は
連
立
政
権
発
足
時
の
合
意
文
書
の
中
に
、
自
ら
の
政
策
を
で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
す
こ
と
に
な

っ
た
。
一
般
に
、
連
立
政
権
の
合
意
文
書
に
つ
い
て
は
、
連
立
政
党
間
の
パ
ワ
ー･
バ
ラ
ン
ス
を
反
映
し
て
、
大
政
党
の
側
が
で
き
る
だ
け
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合
意
内
容
を
曖
昧
に
し
た
簡
潔
な
も
の
を
望
む
の
に
対
し
て
、
小
政
党
の
側
は
で
き
る
だ
け
合
意
内
容
を
明
確
か
つ
詳
細
な
形
で
文
書
化
す

る
こ
と
を
望
む
と
さ
れ
る
（M

itchell 1999, 272-275

）。
小
政
党
と
し
て
は
、
連
立
政
権
の
運
営
に
お
い
て
、
数
で
勝
る
大
政
党
が
小
政

党
の
求
め
る
政
策
を
阻
止
す
る
可
能
性
を
、政
権
発
足
時
に
で
き
る
だ
け
摘
み
取
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

連
立
政
権
の
合
意
文
書
は
全
般
的
に
は
大
政
党
の
政
策
選
好
が
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
小
政
党
と
し
て
は
政
策
面
で
譲
れ

な
い
項
目
に
つ
い
て
合
意
文
書
に
明
記
す
る
こ
と
を
、
政
権
参
加
の
条
件
と
し
て
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
九
年
の
第
一
期
連
立
政
権
発
足
時
に
自
由
民
主
党
が
こ
だ
わ
っ
た
要
求
は
、
大
学
授
業
料
の
問
題
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス

の
大
学
で
は
、
学
生
は
基
本
的
に
授
業
料
を
払
う
こ
と
な
く
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
大
学
進
学
率
の
上
昇

に
伴
う
教
育
支
出
増
大
に
対
処
す
る
た
め
に
、
労
働
党
政
権
の
下
で
一
九
九
八
年
に
大
学
授
業
料
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
高
等

教
育
に
つ
い
て
は
新
た
に
設
立
さ
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
、
大
学
授
業
料
が
争
点
の
一
つ
と
な
り
、
自
由
民
主
党
は
そ
の
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

連
立
交
渉
で
大
き
な
対
立
点
と
な
っ
た
大
学
授
業
料
問
題
に
つ
い
て
、
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
間
で
妥
協
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

連
立
合
意
の
中
で
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
独
立
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇

〇
年
に
提
出
さ
れ
た
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
大
学
授
業
料
の
制
度
は
廃
止
す
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
授
業
料
よ
り
も
若
干
少
な
い
金
額

を
卒
業
後
に
一
定
の
所
得
額
を
超
え
た
者
に
つ
い
て
徴
収
す
る
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
は
、
独
立
委
員
会
の
提
言
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
授
業
料
に
関
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
間
で
大
き
く
異
な
る
制
度
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（L

affin 2007b, 148

）。

　

二
〇
〇
三
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
第
二
回
選
挙
で
は
、
労
働
党
が
前
回
の
五
六
議
席
か
ら
五
〇
議
席
と
獲
得
議
席
を
減
少
さ
せ
た
の

に
対
し
て
、
自
由
民
主
党
は
前
回
の
一
七
議
席
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
両
党
の
議
席
を
合
わ
せ
る
と
過
半
数
を
か
ろ
う
じ
て
維
持
で
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き
た
こ
と
か
ら
、
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
期
連
立
政
権
発
足
時
に
自
由
民
主
党
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
地
方
議
会
選
挙
に
比
例
代
表
制
を
導
入
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
労
働
党

は
比
例
代
表
制
の
導
入
に
よ
っ
て
地
方
議
会
の
議
席
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
た
め
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
比
例
代

表
制
に
よ
っ
て
議
席
を
か
な
り
増
や
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
自
由
民
主
党
は
こ
の
問
題
で
妥
協
す
る
姿
勢
を
見
せ
な
か
っ
た
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
自
由
民
主
党
が
求
め
る
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
の
導
入
が
合
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
地
方
議
会
に
お
け
る
労
働
党
の
議
席
減

を
緩
和
す
る
た
め
に
、
選
挙
区
の
規
模
を
大
政
党
に
や
や
有
利
な
三
人
区
ま
た
は
四
人
区
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（L

affin 2007b, 

149

）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
は
、
二
期
に
わ
た
っ
て
労
働
党
と
の
連
立
政
権
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
期
は

大
学
授
業
料
に
関
す
る
制
度
改
革
、
第
二
期
は
地
方
議
会
選
挙
へ
の
単
記
移
譲
式
比
例
代
表
制
の
導
入
と
い
う
実
質
的
な
成
果
を
得
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
期
連
立
政
権
の
時
期
に
は
、
連
立
合
意
文
書
に
明
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
高
齢
者
の
日
常
生

活
支
援
の
無
料
化
が
、
世
論
の
圧
力
と
こ
の
問
題
で
の
連
立
離
脱
を
ち
ら
つ
か
せ
た
自
由
民
主
党
の
﹁
脅
し
﹂
に
よ
っ
て
、
実
現
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
連
立
政
権
の
ジ
ュ
ニ
ア･
パ
ー
ト
ナ
ー
の
立
場
に
あ
っ
た
自
由
民
主
党
が
、
政
策
面
で
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
の
議
席
維
持
、
そ
し
て
、
連
立
政
権
へ

の
逆
風
が
見
ら
れ
た
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
も
一
議
席
減
の
一
六
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
二
期
に
わ
た
っ
て
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
が
形
成
さ
れ
、
連
立
与
党
間
で
若
干

の
あ
つ
れ
き
が
見
ら
れ
な
が
ら
も
、
政
権
が
安
定
し
て
継
続
し
た
主
な
要
因
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
好
ま
し
い
財
政
状
況
の
存
在
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
の
労
働
党
政
権
成
立
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
政
府
の
財

政
支
出
は
引
き
締
め
気
味
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
総
選
挙
で
の
再
選
を
契
機
と
し
て
、
医
療
や
教
育
の
分
野
を
中
心
と
し
て
大
幅
な
財
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政
支
出
拡
大
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（A

nnesley and G
am

ble 2004, 146-149

）。
そ
の
結
果
、
権
限
移
譲
改
革
に
よ
っ
て
こ
う
し

た
分
野
の
権
限
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
一
括
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
大
幅
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
好
ま
し
い
財
政
状
況
は
、
労
働
党
政
権
下
で
の
安
定
し
た
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
自
由
民

主
党
が
強
く
求
め
た
大
学
授
業
料
改
革
や
高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
無
料
化
な
ど
の
、
財
政
支
出
を
必
要
と
す
る
政
策
の
実
施
が
大
き
な
問

題
と
な
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
す
で
に
触
れ
た
点
で
あ
る
が
、
自
由
民
主
党
と
労
働
党
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
中
道
左
派
政
党
で
比
較
的
近
か
っ
た
こ
と
が

深
刻
な
対
立
を
引
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
、
政
策
面
で
の
親
和
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
自
由
民
主
党
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら

反
保
守
党
路
線
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
両
党
の
政
策
的
接
近
が
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
国
政
に
関
し
て
は
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
で

の
労
働
党
の
大
勝
に
よ
り
、
連
立
政
権
の
形
成
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
過
半
数
議
席
の
獲
得
が
困
難
と
見
ら
れ
て
い
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
議
会
に
お
い
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
政
策
的
に
比
較
的
近
い
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
は
自
然
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
（L

affin 2007a, 664

）。

　

第
三
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
選
挙
に
関
し
て
自
由
民
主
党
と
労
働
党
は
競
争
的
と
い
う
よ
り
も
、
共
生
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
パ
ー
ネ
ビ
ア
ン
コ
（A

ngelo P
anebianco

）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
連
立
与
党
が
選
挙
に
際
し
て
競
争

的
な
関
係
に
あ
る
よ
り
も
共
生
的
な
関
係
に
あ
る
方
が
、
政
権
の
安
定
性
が
高
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（P

anebianco 1988, 219

）。

労
働
党
の
主
な
選
挙
基
盤
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
中
心
と
す
る
都
市
圏
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
自
由
民
主
党
の
主
な
選
挙
基
盤
は
北
部
を
中
心

と
す
る
周
辺
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
々
の
選
挙
区
で
両
党
が
議
席
を
争
う
こ
と
は
少
な
く
、
基
本
的
に
は
共
生
的
な
関
係
に
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
連
立
政
権
の
あ
つ
れ
き
を
低
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
後
、
二
期
八
年
に
わ
た
っ
て
労
働
党
と
の
連
立
政
権
を
維
持
し
て
き
た
自
由
民
主
党
は
、
二
〇
〇
七
年
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
一
議
席
減
の
一
六
議
席
を
獲
得
し
た
が
、
連
立
相
手
で
あ
っ
た
労
働
党
の
議
席
減
の
た
め
に
両
党
を
合

わ
せ
て
も
過
半
数
議
席
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
党
に
代
わ
っ
て
第
一
党
と
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
よ
る
単
独
少
数
政
権
が

発
足
し
た
。
ち
な
み
に
、
自
由
民
主
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
議
席
を
合
わ
せ
て
も
過
半
数
に
は
達
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
自
由
民

主
党
に
と
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
を
求
め
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
の
連
立
政
権
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

初
め
て
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
少
数
政
権
は
、
発
足
後
す
ぐ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
に
関
す
る
政
府
白
書
を
公
刊

し
た
。
白
書
の
中
で
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
独
立
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、白
書
の
公
刊
と
と
も
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
の
統
治
形
態
に
関
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
間
で
広
範
な
議
論
を
行
う
活
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（Scottish E
xecutive 2007

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
の
統
治
形
態
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
少
数
政
権
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働

党
党
首
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
自
由
民
主
党
は
保
守
党
と
と
も
に
、
後
に
﹁
カ
ル
マ
ン
委
員
会
（C

alm
an C

om
m

ission

）﹂）
9
（

と
し
て
知

ら
れ
る
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
検
討
す
る
超
党
派
委
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 7 

D
ecem

ber 2007

）。

　

実
は
、
自
由
民
主
党
は
労
働
党
と
の
連
立
政
権
を
形
成
し
て
い
た
時
期
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
含
む
憲
政
改

革
に
つ
い
て
、
か
つ
て
自
由
党
の
党
首
を
務
め
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ル
卿
（L

ord Steel of A
ikw

ood

）
を
委
員
長
と
す
る
独
自
の
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
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二
〇
〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ル
委
員
会
の
提
言
で
は
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
を
拡
大
す
る
時
期
が
到
来
し
た
と
さ
れ
、

特
に
独
自
税
源
を
含
む
財
政
権
限
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
財
政
が
中
央
政
府
か
ら
の
一
括
補
助
金

に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
状
況
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
財
政
支
出
の
か
な
り
の
部
分
を
ま
か
な
う
こ
と
の
で
き
る
税
源
を
中
央
政

府
か
ら
移
譲
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
財
政
権
限
以
外
で
も
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議

会
に
移
譲
さ
れ
ず
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
留
保
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
な
ど
、
い
く
つ
か
の
分
野
に
関
す
る

権
限
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
の
移
譲
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 5 M

arch 2006

）。

　

労
働
党
、
保
守
党
と
と
も
に
自
由
民
主
党
も
参
加
し
た
カ
ル
マ
ン
委
員
会
の
報
告
書
は
、
所
得
税
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権

限
を
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
税
率
か
ら
上
下
三
％
の
範
囲
内
で
変
更
で
き
る
と
い
う
も
の
か
ら
、
若
干
拡
大
す
る
内
容
を
提
案
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
適
用
さ
れ
る
所
得
税
の
税
率
を
一
〇
％
引
き
下
げ
、
そ
れ
に
よ
る
所
得
税
減
収
分
を
一
括
補
助
金
か

ら
削
減
す
る
。
そ
し
て
、
一
括
補
助
金
の
削
減
分
を
所
得
税
で
ど
の
よ
う
に
埋
め
合
わ
せ
る
か
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
自
由
に
決
定

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
の
税
率
に
す
る
た
め
に
、
所
得
税
の
税
率
に
あ
ら
た
め
て
一
〇
％
を
付
け
加
え
る
の

か
、
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
高
い
も
し
く
は
低
い
税
率
に
す
る
か
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
自
由
に
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
所
得
税
に
関
す
る
権
限
強
化
に
加
え
て
、
一
部
の
資
産
税
な
ど
の
課
税
権
移
譲
や
、
公
共
投
資
の
た
め

の
一
定
の
借
り
入
れ
を
す
る
権
限
の
付
与
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
た
（C

om
m

ission on Scottish D
evolution 2009

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
強
化
に
関
す
る
カ
ル
マ
ン
委
員
会
の
提
案
は
、
ス
テ
ィ
ー
ル
委
員
会
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
自
由
民
主
党
が

求
め
た
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
限
定
さ
れ
た
権
限
移
譲
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
後
に
保
守

党
と
の
連
立
政
権
を
形
成
し
た
自
由
民
主
党
は
、
超
党
派
の
合
意
に
も
と
づ
く
カ
ル
マ
ン
委
員
会
の
提
案
を
実
際
に
法
制
化
す
る
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。
保
守
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
議
員
が
一
名
だ
っ
た
の
に
対
し
、
一
一
名
を
有
す
る
自
由
民
主
党
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
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ン
ド
大
臣
が
選
ば
れ
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
マ
ン
委
員
会
の
提
案
は
、
連
立
政
権
の
下
で
二
〇
一
二
年
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
国
政
に
お
い
て
保
守
党
と
連
立
政
権
を
形
成
し
た
一
年
後
の
二
〇
一
一
年
に
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
自

由
民
主
党
に
と
っ
て
最
悪
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
こ
の
選
挙
で
は
、
労
働
党
や
保
守
党

が
得
票
率
と
議
席
数
の
両
方
で
、
あ
る
程
度
勢
力
を
後
退
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、
自
由
民
主
党
の
場
合
に
は
、
得
票
率
で
半
減
以
下
、
議
席

に
つ
い
て
は
前
回
の
一
六
議
席
か
ら
一
一
議
席
減
の
わ
ず
か
五
議
席
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
労
働
党
や
保
守
党
以
上
に
自
由
民
主
党
の
打
撃
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
連
立
政
権

が
追
求
す
る
緊
縮
政
策
に
反
発
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
怒
り
が
、
保
守
党
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
首

相
を
支
え
て
い
た
自
由
民
主
党
に
集
中
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。）
₁₀
（

ま
た
、
自
由
民
主
党
が
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
の
公
約
を
破
っ
て
、
連
立
政

権
の
下
で
大
学
授
業
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
容
認
し
た
こ
と
が
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
の
自
由
民
主
党
支
持
の
大
幅
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
た

こ
と
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
の
惨
敗
の
背
景
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
成
廣 

二
〇
一
四
、
一
六
六－

一
六
八
）。

選
挙
惨
敗
の
責
任
を
と
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
党
首
の
タ
ヴ
ィ
シ
ュ
・
ス
コ
ッ
ト
（T

avish Scott

）
は
辞
任
し
、
新
し
い

党
首
に
ウ
ィ
リ
ー
・
レ
ニ
ー
（W

illie R
ennie

）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
ま
で
は
、
カ
ル
マ
ン
委
員
会
の
提
案
を
受
け
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
制
定
な
ど
の
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
や
連
立
政
権
が
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
下
院
で
連
立
与
党

が
過
半
数
議
席
を
有
す
る
の
に
加
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
政
権
を
握
っ
て
は
い
る
も
の
の
少
数
与
党
で
あ
り
、
議
会

の
過
半
数
議
席
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
対
抗
す
る
労
働
党
、
保
守
党
、
自
由
民
主
党
な
ど
の
野
党
が
握
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の

単
独
過
半
数
政
権
が
誕
生
し
た
二
〇
一
一
年
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
制
定
に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
主
張
を
あ
る
程
度
傾
聴
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
く
な
っ
た
の
に
加
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
求
め
る
分
離
独
立
住
民
投
票
の
実
施
が
現
実
の
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

法
的
に
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
構
造
に
関
す
る
権
限
は
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
離
独
立
を
め
ざ

す
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
が
合
法
的
に
実
施
可
能
と
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
住
民
投
票
を
実
施
す
べ
き
と
す
る
主
張
が
、
一
定
の
民
主
主
義
的
正
統
性
を
有

す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
か
っ
た
（Lynch 2013, 283

）。

　

そ
こ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と
イ
ギ
リ
ス
の
連
立
政
権
の
間
で
分
離
独
立
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
交
渉
が
行
わ
れ
、
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
協
定
が
合
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
モ
ン
ド
（A

lex Salm
ond

）
首
相
と
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ

ョ
ン
（N

icola Sturgeon

）
副
首
相
、
保
守
党
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
と
自
由
民
主
党
の
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
（M

ichael M
oore

）
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
相
が
署
名
し
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
で
は
、
二
〇
一
四
年
中
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
、
住
民
投
票
の
問
い
は
独
立
の
是
非

に
限
ら
れ
、
外
交
・
安
全
保
障
・
マ
ク
ロ
経
済
な
ど
一
部
の
分
野
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
権
限
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
移
譲
す
る
﹁
最

大
限
の
権
限
移
譲
（devolution m

ax

）﹂
と
い
う
選
択
肢
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
（H

M
 G

overnm
ent and the Scottish 

G
overnm

ent 2012

）。
そ
の
後
、
住
民
投
票
の
有
権
者
資
格
を
一
八
歳
以
上
で
は
な
く
一
六
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 28 June 2013

）。

　

ち
な
み
に
、
住
民
投
票
を
早
期
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
二
〇
一
四
年
ま
で
あ
る
程
度
期
間
を
置
い
た
こ
と
、
ま
た
有
権
者
資
格
の
年

齢
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
要
望
が
反
映
さ
れ
た
が
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
と
い
う
選
択
肢
を
排
除
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
由

民
主
党
と
保
守
党
の
立
場
が
反
映
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と
イ
ギ
リ
ス
の

連
立
政
権
の
間
の
妥
協
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
自
由
民
主
党
と
し
て
も
そ
の
内
容
に
大
き
な
不
満
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
自
由
民
主
党
に
と
っ
て
懸
念
が
あ
っ
た
の
は
、
住
民
投
票
に
お
い
て
望
ま
し
い
結
果
と
さ
れ
る
分
離
独
立
否
決
と
な
っ
た
後
で



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
五
号�

六
〇

地
域
分
権
と
小
政
党

一
五
三
〇

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
と
い
う
点
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
が
一
定
程
度
拡
大
す
る
こ
と
は
確
定
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ス
テ
ィ
ー
ル
委
員

会
の
報
告
な
ど
で
示
さ
れ
た
自
由
民
主
党
の
求
め
る
権
限
拡
大
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
限
定
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
連
立
政
権
内

の
少
数
派
で
あ
る
自
由
民
主
党
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
拡
大
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
保
守
党
に
、
自
ら
の

立
場
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
の
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
由
民
主
党
と
し
て
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た
独
立
反
対
派
の
超
党
派
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
団
体
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー

（B
etter Together

）﹂
の
活
動
を
支
え
て
、
ま
ず
は
住
民
投
票
で
分
離
独
立
否
決
と
い
う
結
果
を
手
に
入
れ
て
、
そ
の
後
で
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
の
実
現
を
図
る
と
い
う
方
針
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（H

arvey 2014, 110

）。

　

な
お
、
住
民
投
票
に
お
い
て
権
限
移
譲
の
将
来
に
関
す
る
自
由
民
主
党
の
立
場
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
自
由
民
主
党
元
党
首
の
ミ
ン
ギ

ス
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（M

enzies C
am

pbell
）
を
委
員
長
と
す
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
報
告
書

が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
委
員
会
の
報
告
書
は
、
か
つ
て
の
ス
テ
ィ
ー
ル
委
員
会
の
提
言
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て

お
り
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
所
得
税
を
含
む
全
体
の
約
三
分
の
二
の
税
収
に
関
し
て
権
限
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

単
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
だ
け
が
権
限
を
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
自
治
権
拡
大
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
連
邦
制
国
家
に
変
え
て
い
く
べ
き
と
い
う
立
場
も
示
さ
れ
て
い
た
（H

om
e R

ule and C
om

m
unity R

ule 

C
om

m
ission of the Scottish L

iberal D
em

ocrats 2012

）。

　

さ
て
、
労
働
党
、
保
守
党
と
と
も
に
自
由
民
主
党
は
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
わ
け
だ
が
、
超
党
派

に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
反
対
運
動
は
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

　

一
つ
の
問
題
は
、
先
述
の
よ
う
に
、﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
労
働
党
、
保
守
党
、
自
由
民
主
党
が
、
独
立
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否
決
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
権
限
移
譲
拡
大
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
党

の
う
ち
、
自
由
民
主
党
が
権
限
移
譲
の
拡
大
に
最
も
積
極
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
保
守
党
は
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
認
め

ら
れ
た
権
限
か
ら
若
干
の
拡
大
に
と
ど
め
る
こ
と
を
想
定
す
る
一
方
、
労
働
党
は
権
限
移
譲
の
拡
大
に
つ
い
て
積
極
派
と
消
極
派
で
割
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
独
立
反
対
と
い
う
一
点
で
は
一
致
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
主
要
政
党
の
立
場
は

分
か
れ
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
が
住
民
投
票
後
、
半
年
ほ
ど
で
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
連
立
政
権
下
で
制

定
さ
れ
た
議
会
任
期
固
定
化
法
に
よ
り
、
次
の
総
選
挙
は
二
〇
一
五
年
五
月
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
た
め
に
、
自
由
民
主
党

に
限
ら
ず
、
主
要
政
党
関
係
者
は
、
一
方
で
独
立
否
決
の
結
果
を
求
め
て
い
た
が
、
他
方
で
次
期
総
選
挙
を
有
利
に
戦
う
た
め
の
基
盤
形
成

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
住
民
投
票
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
自
由
民
主
党
に
限
ら
ず
、
労
働
党
や
保
守
党
も
、
そ
れ
ぞ
れ
現
有
議
席
の
選
挙
区
に
お
け
る
活
動
に
重
点
が
置
か
れ
、
党
の

地
盤
を
超
え
て
他
党
と
密
接
に
協
力
し
た
活
動
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
連
立
政
権
に
入
っ
て
以
降
、
支

持
率
が
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
ま
で
激
減
し
て
い
た
自
由
民
主
党
に
と
っ
て
は
、
総
選
挙
で
の
議
席
減
を
ど
れ
だ
け
押
し
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
分
離
独
立
反
対
派
の
運
動
の
実
態
は
、
主
要
政
党
が
総
選
挙
で

の
基
盤
強
化
を
見
据
え
た
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。）
₁₁
（

　

住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
お
よ
び
自
由
民
主
党
を
含
む
主
要
政
党
の
独
立
反
対
論
は
、
独
立
賛

成
派
の
最
大
の
弱
点
と
見
ら
れ
た
経
済
問
題
に
大
き
な
比
重
が
置
か
れ
た
。
た
と
え
ば
、
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
の
指
示
に
よ

り
財
務
省
が
作
成
し
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り
年
間
一
四
〇
〇
ポ
ン

ド
の
メ
リ
ッ
ト
を
手
に
し
て
い
る
が
、
独
立
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
財
務
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省
文
書
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
員
で
あ
る
こ
と
は
、
近
年
の
金
融
危
機
で
困
難
に
陥
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
銀
行
に
対
す
る
救
済
策
が
示

す
よ
う
に
、
経
済
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
保
険
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
（H

M
 

G
overnm

ent 2014

）。
さ
ら
に
、
独
立
後
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
の
通
貨
ポ
ン
ド
を
引
き
続
き
使
用
可
能
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
対

し
て
、
そ
う
し
た
主
張
は
信
頼
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
批
判
も
な
さ
れ
た
。
財
務
相
を
中
心
と
す
る
保
守
党
、
自
由
民
主
党
、
労
働
党
の

財
務
担
当
者
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
た
場
合
に
は
、
ポ
ン
ド
を
継
続
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
（T

he D
aily Telegraph, 14 F

ebruary 2014

）。

　

自
由
民
主
党
が
立
ち
上
げ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
の
権
限
移
譲
の
拡
大
を
含
む
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
の
連
邦
制
化
へ
の
道
が
開
か
れ
る
と
し
、
住
民
投
票
の
翌
年
の
二
〇
一

五
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
総
選
挙
が
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
構
造
の
変
革
に
つ
い
て
大
き
な
分
岐
点
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
（H

om
e R

ule and 

C
om

m
unity R

ule C
om

m
ission of the Scottish L

iberal D
em

ocrats 2012, 19

）。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ

ャ
ザ
ー
﹂
な
ど
独
立
反
対
派
の
議
論
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
経
済
的
な
困
難
の
問
題
に
集
中
し
、
自
由
民

主
党
が
重
視
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
の
拡
大
や
、
そ
れ
に
伴
う
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
構
造
の
変
革
に
つ
い
て
は
、
住
民
投
票
の

終
盤
に
な
る
ま
で
真
剣
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
差
で
の
勝
利
が
予
想
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
賛
成
派
の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
住
民
投
票
が
予
断
を
許
さ
ぬ

接
戦
と
な
っ
た
こ
と
で
、
独
立
反
対
派
の
主
要
政
党
党
首
、
す
な
わ
ち
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
（
保
守
党
）、
エ
ド
・
ミ
リ
バ
ン
ド
（E

d 

M
iliband

）
党
首
（
労
働
党
）、
ニ
ッ
ク
・
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
副
首
相
（
自
由
民
主
党
）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
紙
で
あ

る
デ
イ
リ
ー
・
レ
コ
ー
ド
に
連
名
で
﹁
誓
約
（T

he V
ow

）﹂
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。﹁
誓
約
﹂
の
中
で
は
、
住
民
投
票
で
独
立
が
否

決
さ
れ
た
場
合
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
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に
行
わ
れ
る
総
選
挙
に
向
け
た
各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
党
首
の
﹁
誓
約
﹂
に
よ
り
、
総
選
挙
で
ど
の

政
党
が
勝
利
し
た
と
し
て
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
は
確
実
に
実
施
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ

た
の
で
あ
る
（D

aily R
ecord, 16 Septem

ber 2014

）。

　

こ
う
し
て
、
自
由
民
主
党
が
求
め
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
拡
大
は
、
接
戦
と
い
う
住
民
投
票
の
終
盤
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い
な
か
っ
た
独
立
反
対
派
主
要
政
党
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
で
は
、
独
立
反
対
票
が
二
、
〇
〇
一
、
九
二
六
票

（
得
票
率
五
五
・
三
％
）、
賛
成
票
が
一
、
六
一
七
、
九
八
九
票
（
得
票
率
四
四
・
七
％
）
と
な
り
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
る
差
で
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（E

lectoral M
anagem

ent B
oard for Scotland 2014

）。

五
　
存
続
の
危
機

　

住
民
投
票
に
お
け
る
分
離
独
立
否
決
の
結
果
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
以
来
政
権
を
握
っ
て
き
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ

を
中
心
と
す
る
独
立
賛
成
派
の
勢
い
に
陰
り
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
自
由
民
主
党
な
ど
独
立
反
対
派
主
要
政
党
の
期
待
は
見

事
に
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
住
民
投
票
で
の
敗
北
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
賛
成
派
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
は
、
入
党
者

の
急
増
に
よ
っ
て
組
織
を
急
速
に
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
党
員
数
は
一
〇
万
人
の
大
台
を
突
破
し
、
緑
の
党
も
一
万
人

に
迫
る
増
加
を
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
独
立
反
対
派
の
三
政
党
の
党
員
数
に
は
、
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特

に
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
の
敗
北
後
に
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
党
首
を
選
出
し
た
労
働
党
と
自
由
民
主
党
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
は
一
定
の
党

員
増
を
果
た
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
目
立
っ
た
党
員
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（K

een 2015, 
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）。

　

さ
て
、
住
民
投
票
に
お
い
て
独
立
が
否
決
さ
れ
て
間
も
な
い
二
〇
一
四
年
九
月
末
に
、
投
票
日
前
に
デ
イ
リ
ー
・
レ
コ
ー
ド
の
紙
面
で
示

さ
れ
た
三
党
首
の
﹁
誓
約
﹂
に
も
と
づ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
検
討
す
る
た
め
に
、
元
Ｂ
Ｂ
Ｃ
会
長
の
ス
ミ

ス
卿
（L

ord Sm
ith of K

elvin

）
を
委
員
長
と
す
る
独
立
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
ス
ミ
ス
委
員
会
に
は
独
立
賛
成
派
と
反
対
派
の
双
方

を
含
む
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
五
政
党）
₁₂
（

の
代
表
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
新
た
に
移
譲
さ
れ
る
権
限
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
自
由
民
主
党
か
ら
は
、
元
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
相
の
ム
ー
ア
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
前
党
首
の
ス
コ
ッ
ト

が
代
表
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ス
ミ
ス
委
員
会
の
議
論
は
、
当
初
、
外
交
、
防
衛
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
な
ど
を
除
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
権
限
の

移
譲
、
い
わ
ゆ
る
最
大
限
の
権
限
移
譲
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
求
め
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
や
緑
の
党
な
ど
独
立
賛
成
派
と
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
は
イ

ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
一
体
性
を
危
う
く
す
る
と
主
張
す
る
労
働
党
、
保
守
党
、
自
由
民
主
党
の
間
で
対
立
が
見
ら
れ
た
（H

M
 

G
overnm

ent 2014

）。
結
局
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
発
表
さ
れ
た
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
が
求
め
る
最
大
限
の

権
限
移
譲
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
財
政
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て
、
所
得
税
の
全
面
的
な
移
譲
が
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、
付
加
価
値
税
（
Ｖ

Ａ
Ｔ
：V

alue A
dded T

ax

）
の
税
収
の
半
分
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
自
財
源
と
す
る
提
案
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
イ
ギ
リ

ス
全
体
で
同
一
の
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
社
会
保
障
に

つ
い
て
も
、
障
害
者
向
け
の
給
付
や
低
所
得
層
向
け
の
住
宅
給
付
な
ど
い
く
つ
か
の
分
野
で
権
限
移
譲
の
提
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（Sm
ith C

om
m

ission 2014

）。
以
上
の
よ
う
な
ス
ミ
ス
委
員
会
が
提
示
し
た
提
案
内
容
は
、
所
得
税
に
関
す
る
権
限
移
譲
の
よ
う
に
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
強
化
に
つ
い
て
自
由
民
主
党
が
求
め
て
き
た
も
の
を
か
な
り
の
程
度
反
映
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
自
由
民
主
党

の
影
響
力
の
結
果
と
い
う
よ
り
も
、
権
限
移
譲
を
め
ぐ
る
独
立
賛
成
派
政
党
と
反
対
派
政
党
の
間
で
の
綱
引
き
の
結
果
と
し
て
見
る
こ
と
が
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一
五
三
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で
き
よ
う
。
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
で
示
さ
れ
た
内
容
は
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
後
に
開
か
れ
た
議
会
に
新
た
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
と

し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
内
容
は
ス
ミ
ス
委
員
会
の
提
言
を
十
分
に
反
映
し
て
い
な
い
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
保
守
党
政
権
の
間
で
ほ

ぼ
一
年
に
渡
っ
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
主
な
対
立
点
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
大
幅
な
税
源
移
譲
に
伴
っ
て
減
額
さ
れ
る
一
括
補
助
金
を

め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
二
月
末
に
妥
協
が
成
立
し
、
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
で
示
さ
れ
て
い
た
財
政
権
限

移
譲
に
伴
っ
て
﹁
損
失
（detrim

ent

）﹂
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
原
則
を
尊
重
す
る
形
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
修
正
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
お
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
を
含
む
す
べ
て
の
政
党
の
承
認
を
受
け
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
は
、
二
〇

一
六
年
三
月
に
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 23 M

arch 2016

）。

　

さ
て
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
自
由
民
主
党
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
大
幅
な
退
潮
が
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
全
体
を
通
じ
た
自
由
民
主
党
の
党
勢
後
退
の
大
き
な
原
因
は
、
保
守
党
と
の
連
立
政
権
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。
世
界
金
融
危
機

に
よ
る
財
政
悪
化
へ
の
対
処
と
い
う
大
義
名
分
を
掲
げ
て
、
連
立
政
権
は
厳
し
い
緊
縮
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
増
税
や
福
祉
削

減
に
対
す
る
反
発
の
た
め
自
由
民
主
党
の
支
持
率
は
政
権
参
加
直
後
か
ら
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
先
述
の
よ
う
に
大

学
授
業
料
を
め
ぐ
る
﹁
公
約
違
反
﹂
に
対
す
る
反
発
も
あ
っ
て
、
連
立
政
権
の
発
足
か
ら
半
年
ほ
ど
た
っ
た
時
期
に
は
、
自
由
民
主
党
の
支

持
率
は
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
の
得
票
率
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
八
％
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（T

he Sun, 16 

D
ecem

ber 2010

）。）
₁₃
（

　

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
連
立
政
権
の
五
年
間
で
、
自
由
民
主
党
は
各
種
選
挙
で
大
幅
な
後
退
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
、
前
回
選
挙
で
獲
得
し
た
一
六
議
席
か
ら
五
議
席
へ
と
急
速
な
落
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ち
込
み
を
見
せ
た
。
ま
た
、
議
席
を
争
う
選
挙
で
は
な
い
が
、
連
立
政
権
に
参
加
す
る
際
、
選
挙
制
度
改
革
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
保
守
党
か

ら
実
施
の
約
束
を
取
り
付
け
た
二
〇
一
一
年
の
国
民
投
票
で
は
、
自
由
民
主
党
が
求
め
た
選
好
順
位
指
定
投
票
制
（A

lternative V
ote

）

が
大
差
で
否
決
さ
れ
る
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
に
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
議
会
選
挙
に
お
い
て
は
、
前
回
獲
得
し
た
一

一
議
席
か
ら
一
〇
議
席
を
失
い
、
わ
ず
か
一
議
席
に
ま
で
低
落
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
自
由
民
主
党
が
獲
得
し
た
六
・
九
％
の
得
票
率

は
、
第
一
党
に
な
っ
た
Ｕ
Ｋ
独
立
党
や
二
大
政
党
は
お
ろ
か
、
緑
の
党
さ
え
も
下
回
り
、
得
票
率
第
五
党
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

地
方
議
会
に
お
け
る
自
由
民
主
党
の
基
盤
も
、
連
立
政
権
の
五
年
間
で
急
速
に
縮
小
し
て
い
っ
た
。
二
〇
一
五
年
総
選
挙
時
点
で
の
自
由

民
主
党
の
地
方
議
員
は
約
二
二
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
時
点
で
の
地
方
議
員
数
か
ら
す
れ
ば
約
三
分
の
二

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
（C
utts and R

ussell 2015, 72

）。

　

連
立
政
権
の
五
年
間
を
通
じ
て
、
各
種
選
挙
で
強
力
な
逆
風
に
さ
ら
さ
れ
た
自
由
民
主
党
は
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
際
し
て
高
い
目
標

を
掲
げ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
回
総
選
挙
で
獲
得
し
た
五
七
議
席
か
ら
の
議
席
減
は
確
実
視
さ
れ
て
お
り
、現
実
的
な
目
標
と
し
て
は
、

ハ
ン
グ
・
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（hung parliam

ent
：
宙
づ
り
議
会
）
）
₁₄
（

が
広
く
予
想
さ
れ
て
い
た
総
選
挙
後
に
、
連
立
政
権
の
形
成
に
欠
か
せ

な
い
要
政
党
と
な
り
得
る
議
席
数
（
三
〇
議
席
程
度
）
の
確
保
が
め
ざ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
の
総
選
挙
結
果
は
、
自
由
民
主
党
関
係
者

が
恐
れ
て
い
た
最
悪
の
予
想
を
大
幅
に
下
回
る
悪
夢
と
な
っ
た
。
自
由
民
主
党
の
獲
得
議
席
は
、
三
〇
議
席
は
お
ろ
か
二
桁
に
も
達
す
る
こ

と
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
わ
ず
か
八
議
席
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
の
自
由
民
主
党
の
得
票
率
七
・
九
％

は
、
前
回
の
二
三
・
〇
％
か
ら
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
ま
で
低
落
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　

全
国
的
な
自
由
民
主
党
の
退
潮
を
反
映
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
自
由
民
主
党
は
前
回
の
一
一
議
席
か
ら
一
〇
議
席
を
失
い
、
わ
ず

か
一
議
席
（
得
票
率
七
・
五
％
）
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
地
滑
り
的
勝
利
を
収
め

た
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
っ
て
第
一
党
の
座
を
占
め
て
き
た
労
働
党
は
、
前
回
の
四
〇
議
席
か
ら
わ
ず
か
一
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議
席
に
ま
で
議
席
を
大
幅
に
落
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
保
守
党
の
議
席
も
自
由
民
主
党
や
労
働
党
と
同
様
に
一
議
席
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
五
九
議
席
中
五
六
議
席
を
獲
得
す
る
大
勝
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
大
勝
が
早
く
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
住
民
投
票
で
分
離
独
立
に
反
対
し
た
三

政
党
の
支
持
者
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
議
席
獲
得
を
阻
止
す
る
た
め
の
戦
術
投
票
（tactical voting

）
）
₁₅
（

を
行
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ

の
﹁
大
津
波
﹂
の
た
め
に
三
議
席
を
除
い
て
戦
術
投
票
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
自
由
民
主
党
の
選
挙
結
果
は
、
全
国
的
に
も
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
自
由
党
が

得
票
率
で
一
桁
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
一
九
五
〇
年
代
や
一
九
六
〇
年
代
の
時
期
に
逆
戻
り
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
由
党
は
党
勢
が
低
迷

し
て
い
た
時
期
を
耐
え
抜
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
二
大
政
党
政
治
へ
の
批
判
が
高
ま
る
と
と
も
に
党
勢
を
伸
ば
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

は
労
働
党
の
分
裂
を
契
機
と
し
て
自
由
民
主
党
へ
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
大
政
党
の
狭
間
で
無
視
で
き
な
い
勢
力
を
築
く
こ
と

に
成
功
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
の
間
で
二
大
政
党
批
判
票
を
め
ぐ
る
厳
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
つ
つ
、
自
由
民

主
党
は
二
桁
の
議
席
を
手
に
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
着
実
な
党
勢
拡
大
は
、

保
守
党
と
の
連
立
政
権
形
成
や
住
民
投
票
後
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
驚
異
的
な
発
展
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
下
院
議
席
が
わ
ず
か
一
議
席
と
な
っ
た
自
由
民
主
党
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
党
の
再
建
に
着
手
す
る
の
か
、
と
い
う
困
難
な
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
自
由
党
時
代
か
ら
の
自
治
権
拡
大
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
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会
設
立
以
前
か
ら
、
大
幅
な
権
限
移
譲
の
実
現
を
求
め
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
政
会
議
に
お
い
て
労
働
党
と
と
も
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
ま
た
、
中
央
集
権
的
な
二
大
政
党
の
党
組
織
と
は
異
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
は
、
自
由
民
主
党
の
全
国
組
織
に
対

し
て
か
な
り
の
程
度
の
自
律
性
を
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
は
、
独
自
の
党
首
、
規
約
、
政
策
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
、
党
大
会
な
ど
を
、
全
国
組
織
か
ら
の
介
入
を
懸
念
せ
ず
に
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
権
限
移
譲
に
対
す
る
前
向
き
な
立
場
、
そ
し
て
、
党
組
織
の
あ
り
方
に
権
限
移
譲
の
基
本
的
枠
組
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
は
、
保
守
党
や
労
働
党
な
ど
と
比
べ
る
と
、
権
限
移
譲
改
革
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
政
治
に

対
し
て
、
か
な
り
う
ま
く
適
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

権
限
移
譲
改
革
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
の
適
応
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
、
一
九
九
九
年
の
第
一
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

議
会
選
挙
後
、二
期
八
年
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
自
由
民
主
党
と
労
働
党
の
連
立
政
権
に
お
け
る
経
験
で
あ
っ
た
。
連
立
政
権
の
ジ
ュ
ニ
ア
・

パ
ー
ト
ナ
ー
（
よ
り
小
さ
な
政
党
）
は
、
政
権
運
営
や
そ
の
後
の
選
挙
な
ど
で
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
（
よ
り
大
き
な
政
党
）
に
圧
倒
さ
れ

る
場
合
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
は
、
高
齢
者
介
護
や
地
方
議
会
の
選
挙
制
度
な
ど
の
問
題
で
、
連
立

政
権
の
政
策
に
か
な
り
の
程
度
、
自
ら
の
政
策
選
好
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
ば
か
り
か
、
連
立
政
権
の
実
績
が
問
わ
れ
た
二
〇
〇

三
年
お
よ
び
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
は
、
ほ
ぼ
現
有
議
席
の
維
持
に
成
功
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
将
来
像
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
進
展
を
見
て
も
、
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
に
消
極
的
で
あ
っ
た
労
働
党

や
保
守
党
な
ど
の
二
大
政
党
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
間
で
、
自
由
民
主
党
の

求
め
る
よ
う
な
形
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
拡
大
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
七
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
の

誕
生
に
対
応
す
る
形
で
制
定
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
、
そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
が

否
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
は
、
一
九
九
九
年
の
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成
立
時
か
ら
す
る
と
、
財
政
権
限
を
中
心
と
し
て
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
が
求
め
て

き
た
方
向
に
沿
っ
た
形
で
の
発
展
で
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
権
限
移
譲
改
革
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
は
、
労
働
党
や
保
守
党
な
ど
の
二
大
政
党
と
比

較
す
れ
ば
、
適
応
に
成
功
し
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
が
ハ
ン
グ
・
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と

な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
保
守
党
と
と
も
に
連
立
政
権
を
形
成
し
た
こ
と
が
、
自
由
民
主
党
に
と
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず

イ
ギ
リ
ス
全
体
で
強
力
な
逆
風
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
大
学
授
業
料
を
め
ぐ
る
公
約
違
反
と
い
っ
た
明
ら
か
な
帰
責
事
由
も
あ
っ
た
が
、
連
立
政
権
で
一
般
的
に
見
ら
れ

る
力
学
、
す
な
わ
ち
小
政
党
が
大
政
党
の
割
を
食
う
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
自
由
民
主
党
は
各
種
選
挙
で
大
幅
な
後
退
を
見
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
に
関
し
て
い
え
ば
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
の
一
六
議
席
か

ら
五
議
席
へ
の
惨
敗
、
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
の
一
一
議
席
か
ら
一
議
席
へ
の
惨
敗
は
、
全
国
政
治
に
お
い
て
保
守
党
と
連
立
政

権
を
組
ん
で
い
た
こ
と
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
い
か
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
、
如
実
に
示
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
五
年
総
選
挙
大
敗
後
の
自
由
民
主
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
全
体
に
お
い
て
、
ま
さ
に
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
党
勢
回
復
に
向
け
た
若
干
の
明
る
い
兆
候
も
見
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年

五
月
に
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
は
惨
敗
し
た
前
回
と
同
様
の
五
議
席
に
終
わ
っ
た
が
、
第
一
党
と

な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
か
ら
二
つ
の
選
挙
区
で
議
席
を
奪
う
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。）
₁₆
（

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
か
ら
の
議
席
奪
取
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
の
支
持
拡
大
と
い
う
よ
り
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分

離
独
立
を
狙
う
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
議
席
拡
大
を
恐
れ
た
二
大
政
党
の
支
持
者
に
よ
る
戦
術
投
票
の
結
果
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
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得
票
率
に
つ
い
て
も
、
惨
敗
に
終
わ
っ
た
前
回
選
挙
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
を
考
慮
す
る
と
、
二
〇
一
四
年
の
分

離
独
立
住
民
投
票
を
経
験
し
て
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
が
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
い
ま
だ
定
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
国
民
投
票
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
が
決
ま
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は

六
割
を
超
え
る
圧
倒
的
多
数
が
Ｅ
Ｕ
残
留
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
離
脱
票
が
多
数
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
Ｅ
Ｕ
残
留
を
求
め
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の

離
脱
票
に
よ
っ
て
離
脱
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
民
主
主
義
的
権
利
の
重
大
な
侵
害
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
を

行
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
分
離
独
立
し
て
Ｅ
Ｕ
に
残
留
も
し
く
は
加
盟
す
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は

真
剣
な
検
討
を
開
始
し
て
い
る
（
力
久 
二
〇
一
六
）。
も
し
二
度
目
の
分
離
独
立
住
民
投
票
が
近
年
中
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
を
取
り
巻
く
政
治
環
境
も
そ
れ
ま
で
と
は

一
変
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
1
）
ち
な
み
に
、
連
立
交
渉
の
中
で
自
由
民
主
党
は
総
選
挙
を
四
年
ご
と
に
実
施
す
る
提
案
を
し
た
が
、
保
守
党
の
側
が
よ
り
長
い
任
期
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
五
年
ご
と
の
総

選
挙
実
施
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
（L

aw
 2016, 10

）。

（
2
）
一
八
八
六
年
の
自
由
党
分
裂
に
よ
り
、
自
由
統
一
党
が
結
成
さ
れ
て
保
守
党
と
選
挙
協
力
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
由
党
は
総
選
挙
で
一
定
の
打
撃
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
〇
〇
年
総
選
挙
を
例
外
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
総
選
挙
に
お
け
る
自
由
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
獲
得
議
席
は
、
保
守
党
と
自

由
統
一
党
の
合
計
議
席
を
上
回
っ
て
い
た
（C

ook and Stevenson 2014, 35-114
）。

（
3
）
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
自
由
党
の
四
人
の
党
首
の
う
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
ジ
ョ
ー
・
グ
リ
モ
ン
ド
（Jo G

rim
ond

）
と
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー
ル
（D

avid 

Steel

）
と
い
う
二
人
の
党
首
が
出
て
い
る
。
衰
退
し
た
と
は
い
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
自
由
党
の
地
盤
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ス
テ
ィ
ー
ル
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
最
初
の
議
長
（presiding officer

）
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。



（　
　
　
　

）

地
域
分
権
と
小
政
党

同
志
社
法
学　

六
八
巻
五
号�

七
一

一
五
四
一

（
4
）
自
由
民
主
党
の
党
名
は
、
当
初
は
﹁
社
会
自
由
民
主
党
（Social and L

iberal D
em

ocrats

）﹂
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
が
、
後
に
﹁
自
由
民
主
党
（L

iberal 

D
em

ocrats

）﹂
と
い
う
現
在
の
党
名
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
自
由
民
主
党
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.libdem
s.org.uk/history

）。
二
〇
一
六
年
二
月
二
四
日
参
照
。

（
5
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
に
賛
成
投
票
を
呼
び
か
け
る
超
党
派
団
体
と
し
て
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
イ
エ
ス
（Yes for Scotland

）﹂
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
労
働
党

の
関
与
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
や
自
由
党
も
積
極
的
な
参
加
を
行
っ
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

（
6
）
追
加
議
員
制
と
は
、
小
選
挙
区
制
に
比
例
代
表
制
の
要
素
を
加
え
た
選
挙
制
度
で
、
有
権
者
が
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
二
票
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
小
選
挙
区
比
例
代
表
連
用

制
に
あ
た
る
も
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
は
七
三
名
を
小
選
挙
区
か
ら
、
五
六
名
を
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
で
選
出
す
る
。
な
お
、
比
例
代
表
制
の
選
挙
区
は
八
つ

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
か
ら
七
名
ず
つ
選
出
さ
れ
る
（
梅
川
・
力
久 

二
〇
一
四
、
七
一
）。

（
7
）
一
九
九
七
年
九
月
一
一
日
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
の
結
果
は
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
多
く
の
人
々
が
権
限
移
譲
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
投
票
総
数
の
七
四
・
三
％
が
賛
成
し
た
の
に
加
え
て
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
議
会
に
所
得
税
率
変
更
権
を
与
え
る
こ
と
に

賛
成
す
る
割
合
は
、
六
三
・
五
％
に
上
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
投
票
率
は
六
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
（T

aylor, C
urtice and T

hom
son 1999, xxviii

）。

（
8
）
自
由
民
主
党
は
、
合
同
後
初
め
て
の
党
首
と
な
っ
た
パ
デ
ィ
ー･

ア
シ
ュ
ダ
ウ
ン
（P

addy A
shdow

n

）
の
下
で
、
当
初
二
大
政
党
の
ど
ち
ら
に
も
肩
入
れ
し
な
い
等
距
離

戦
略
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ト
ニ
ー･
ブ
レ
ア
（Tony B

lair

）
が
党
首
と
な
っ
て
以
降
の
労
働
党
の
穏
健
化
（
ニ
ュ
ー･

レ
イ
バ
ー
）
を
受
け
て
、
反
保
守
党
路
線
を

明
確
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、一
九
九
七
年
総
選
挙
に
お
い
て
二
大
政
党
の
ど
ち
ら
も
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
な
い
﹁
ハ
ン
グ･

パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（
宙
づ
り
議
会
）﹂

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
の
形
成
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
、
総
選
挙
で
労
働
党
が
圧
勝
し
た
こ
と
で
、
国
政
レ
ヴ
ェ
ル
で
の

連
立
政
権
は
で
き
な
か
っ
た
が
、総
選
挙
か
ら
約
二
年
後
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
成
廣 

二
〇
一
四
、

一
七
三
）。

（
9
）
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
学
長
の
ケ
ネ
ス
・
カ
ル
マ
ン
（K

enneth C
alm

an
）
を
委
員
長
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
資
金
面
、
行
政
面
で
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
カ
ル
マ

ン
委
員
会
は
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
な
ど
の
代
表
に
加
え
て
、
経
営
者
団
体
、
労
働
組
合
、
そ
の
他
各
界
の
代
表
が
参
加
し
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
六
月
に
提
出

さ
れ
た
最
終
報
告
書
の
内
容
は
、
二
〇
一
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
後
に
誕
生
し
た
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に

結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

om
m

ission on Scottish D
evolution 2009

）。

（
10
）
国
政
で
連
立
政
権
を
組
ん
で
い
る
自
由
民
主
党
と
保
守
党
の
間
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
敗
北
の
規
模
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
は
、
両
党
に
投
票

す
る
有
権
者
の
質
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
保
守
党
の
場
合
、
一
九
九
七
年
の
総
選
挙
で
大
幅
に
得
票
を
減
ら
し
て
以
降
、
投
票
者
の
大
部
分
が
こ
の
党
を
継

続
的
に
支
持
す
る
固
定
層
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、逆
風
の
選
挙
で
も
あ
る
程
度
得
票
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、自
由
民
主
党
の
場
合
、
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二

得
票
の
か
な
り
の
部
分
が
主
要
政
党
へ
の
批
判
票
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
端
逆
風
が
吹
く
と
、
こ
う
し
た
批
判
票
を
失
う
こ
と
か
ら
、
大
幅
に
得
票
を
減
ら
す
こ
と
に
な
っ
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）
独
立
賛
成
派
の
﹁
イ
エ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（Yes Scotland

）﹂
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
に
参
加
し
た
人
々
の
中
に
は
、

一
定
程
度
そ
れ
ま
で
政
治
に
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
無
党
派
層
の
人
々
も
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
総
選
挙
の
行
方
に
関
係
な
く
、
戸
別
訪
問
や
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
の

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。

（
12
）
五
政
党
の
内
訳
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
で
あ
っ
た
。
な
お
、

ス
ミ
ス
委
員
会
に
は
、
主
要
五
政
党
だ
け
で
な
く
、
労
働
組
合
な
ど
の
諸
団
体
か
ら
四
〇
七
件
の
意
見
書
が
、
そ
し
て
、
一
般
の
有
権
者
か
ら
も
一
八
、
三
八
一
件
に
も
上
る

多
く
の
意
見
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
（Sm

ith C
om

m
ission 2014, 10

）。

（
13
）
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
の
自
由
民
主
党
の
支
持
率
八
％
は
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
の
得
票
率
七
・
九
％
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
末
以
降
、
自
由
民
主
党
の

支
持
率
は
若
干
の
変
動
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
一
桁
の
数
値
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
総
選
挙
で
の
歴
史
的
惨
敗
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
14
）
下
院
に
お
い
て
ど
の
政
党
も
過
半
数
議
席
を
獲
得
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
通
常
見
ら
れ
る
よ
う
な
二
大
政
党
の
一
方
に
よ
る
単
独
多
数
政
権
が
形
成
で
き
な
い
政
治
状

況
を
指
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
一
九
七
四
年
二
月
と
二
〇
一
〇
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
総
選
挙
の
結
果
、
ハ
ン
グ
・
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
15
）
戦
術
投
票
と
は
、
選
挙
に
お
い
て
有
権
者
が
自
分
の
支
持
政
党
に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
望
ま
な
い
政
党
の
議
席
獲
得
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
支
持
政
党
よ
り
も
当
選
可

能
性
の
高
い
他
の
政
党
に
投
票
す
る
行
動
を
指
す
。
自
由
民
主
党
は
、
保
守
党
の
議
席
獲
得
を
望
ま
な
い
労
働
党
支
持
者
や
、
労
働
党
の
議
席
獲
得
を
望
ま
な
い
保
守
党
支
持

者
の
戦
術
投
票
に
よ
っ
て
、
大
き
く
助
け
ら
れ
て
い
た
。

（
16
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
が
、
選
挙
区
で
二
議
席
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
回
と
議
席
数
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
比
例
代
表
の
得
票
率
が
前
回
と
ほ
ぼ
同

程
度
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
で
あ
る
追
加
議
員
制
は
、
選
挙
結
果
を
比
較
的
比
例
代
表
に
近
づ
け
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
小
選

挙
区
で
獲
得
し
た
議
席
が
増
加
し
て
も
、
比
例
代
表
の
票
が
増
加
し
な
け
れ
ば
、
ト
ー
タ
ル
で
の
議
席
増
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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